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議会の動き

¥J 

，町
税
条
例
の

第
三
回
臨
時
町
議
会
は
四
月
十
凶
日

聞
か
れ
、
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

議
案
凶
件
を
都
政
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
L
P、

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
〉
町
税
条
例
の
一
部
改
正

的
利
五
十
五
年
皮
肉
地
方
説
法
的
改

正
は
、
側
人
住
民
税
で
低
所
前
何
者
層
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
課
税
最
低
限

を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
減
収

に
対
処
す
る
た
め
、
所
得
制
的
税
率
適

用
区
分
に
調
監
を
加
え
均
等
制
的
引
き

上
げ
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
子
、

.
住
民
税
関
係

l
倒
人
均
等
制
的
訓
課

税
の
所
得
限
度
額
を
十
六
万
円
か
ら
十

七
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

結
川
市
、
夫
婦
子
供
二
人
的
酬
抑
制
ヰ
世
術
で

は
、
年
川
町
所
得
が
八
十
万
円
以
下
町

場
合
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

次
に
個
人
的
均
等
制
の
税
率
が
千
四

百
円

(現
行
千
円
)
に
引
き
ト
市
川
ら
れ

る
と
と
も
に
、
町
民
税
の
所
得
制
的
税

率
適
用
区
分
が
〈
表
I
v
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

-
個
人
町
民
税
の
納
則
前
納
付
凶
係

町
民
税
、
固
定
資
産
税
円
前
納
報
奨

金
に
つ
い
て
は
、
十
阿
未
満
の
端
数
を

切
り
姶
て
る
。
ま
た
、
合
計
狐
五
百
円
未

--・・・・町T

/ 

今
な
ら

昔
の
保
険
料
が

納
め
ら
れ
ま
す

納
惜
期
限
は

6
月
初
日
ま
で

あ
な
た
の
年
金
権
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。
特
例
納
付
の
納
付
則
阪
は
6
月

初
日
ま
で
で
す
。

特
例
納
付
制
度
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
の
に
加
入
し

部
カま

改

れ

正

さ

宇品

尚
的
場
合
は
、
交
付
し
な
い
こ
と
と
な

り
ま
し
子
、

仏〉
助
役
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
、
久
保
回
常
次
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
L
P
3

ゲ
収
入
役
の
選
任

任
則
揃
了
に
伴
い
、
飯
田
政
市
さ
ん

分
選
任
さ
れ
ま
し
え

〈
〉
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

任
期
満
了
に
伴
い
、
委
只
に
中
村
徹

昭
さ
ん
を
推
せ
ん
す
る
こ
と
で
議
会
の

同
意
が
な
さ
れ
ま
L
P、

¥、 手見 r~主 区 骨
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巨
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率
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4，900 

〈
表

1
〉
所
得
割
の
税
率

長

会

議

し

宮両目

一
優
良
納
税
組
合
を
表
彰

納

税

貯

蓄

組

合

本
年
度
内
納
税
財
苔
組
合
長

会
仕
掛
は
四
月
十
八
日
町
民
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
‘
組
合
的
行
成

強
化
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
協
議
し
ま
L
P
3

納
税
組
合
は
、
現
在
六
十
組

合

(組
合
口
千
八
百
七
十
七
人
)

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
内
納
付

笑
納
は
納
則
限
内
に

一
億
九

千
八
宵
三
イ
七
万
二
千
円
を
納

め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
収
納
率

は
九
八
五
%
(
前
年
九
八

-

問
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
別
で
は

一
O
O
%
が
凶

十
八
組
合
、
九
十
%
以
上
が
二
十
組
合
、
さ
ん
の
お
骨
折
り
と
組
合
只
の
み
な
さ

八
十
%
以
上
が
三
組
合
で
す
。
組
合
長
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

護
z
m
g
z
z
z
z
z筆
書
襲
撃
妻
豪
華
多
喜
護
委
筆
襲
警
護
霊
襲
撃
喜
重
重
襲
撃
豪
華
蓄
量
豪
語
護
霊
豪
華
護
霊
安
〆

閣

温

て

な

い

人

や

、

加

入

は

し

て

い

た

が

保

く

わ

し

く

は

、

福

祉

謀

年

金

係

に

お

明

白

険

料

を

納

め

忘

れ

て

い

た

た

め

に

、

時

問

い

合

せ

く

だ

さ

い

。

哩

回

目

効

で

納

め

ら

れ

な

く

な

っ
て
い
る
期
間

ーー
ー

に

つ

い

て

再

度

納

め

ら

れ

る

チ

ャ

ン

ス

を
与
え
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

特
例
納
付
す
る
傾
は
、
滞
納
期
間

一

か
月
あ
た
り
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
な
い
か
も
つ

一
度
倒
的
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
6
丹
羽
田
ま
で

に
納
付
し
ま
し
ょ
、
ヲ
。

た

-
土
地
等
の
浪
渡
所
得
に
対
す
る
改
正

明
坦
'
行
内
土
地
税
制
は
、
特
例
に
よ
り

適
用
期
以
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
廃
止
し
て
、
当
分
的
問
、
今
円

分
離
課
税
を
続
け
る
こ
と
と
し
、
昭
和

五
十
六
年
度
以
降
(
所
得
税
で
は
昭
和

五
十
五
年
分
以
後
)
特
別
控
除
後
の
吸

渡
益
の
金
額
に
応
じ
課
税
区
分
お
よ
び

謀
税
方
法
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

4，000万円までの部分

所得税20%、住民税 6%

4，000万円を超え 8，口"0方向までの部分

2分の l総合課税

8，000万円を超える部分

4分の 3総合課税

〈
表

2
v

表彰される鈴岡の山本正太郎組合長

な
お
、
会
演
の
席
上
町
長
か
ら
優

良
納
税
組
合
と
し
て
.
次
の
ニ
団
体
、

一
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ

団

体

下
山
田
納
続
財
帯
組
合

(代
表
制
口
封
印
内
)政
問
中
央
納
脱
出
部

組
合
(
代
表
伊
東
辰
雄
)
マ
個
人

鈴

阿
納
脱
貯
帯
組
合
長

(山
本
正
太
郎
)

54年度町税徴収実績鯛

事見 自 収入消狐 問
関I l主 IJI. 134，036 

内 司udJl剖 人 110，363 
法 人 23，673 

回定資産税 9J ，944 
軽 1'1動車税 3，102 
町たばこ泊費税 32，756 
';11: 古1 続 9，933 
オミ H Jfl又ヲI1.見 440 
特別土地保有枕 8，366 

;I-t- 280，577 

7
月
同
日
(
金
)

年

金

相

談

町
で
は
、
次
的
日
艇
で
年
金
相
級
を

聞
似
し
ま
す
.

日
時

7
月
四
日
(
金
)
一
時
i
凶
時

場
所
役
場
内
福
批
諜

相
談
内
容
同
氏
年
金
、
厚
生
年
金
、

各
師
共
済
組
合
な
ど
。

不動産取得税の軽減範囲変わる

高価主住宅・現槙の大きな住宅は障かれ

新たに中古住宅が対象に

60日以内の申告を忘れずに

住
宅
を
新
築

(m
改
築
を
含
む
)

し
た
と
き
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と

き
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
住
宅
の
敷
地

を
購
入
し
た
と
き
に
は
、
従
来
か
ら
こ

れ
ら
に
楳
脱
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
が

軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
に
行

わ
れ
た
地
方
税
制
の
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
軽
減
的
対
象
と
な
る
住
宅
が

一

定
的
線
部
的
主
住
宅
に
限
ら
れ
る
と
と

も
に
、
一
定
的
中
古
住
宅
に
も
拡
大
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
L
P、
ま
た
、
こ

れ
ら
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
特

別
な
場
合
を
除
き
、
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
り
し
た
日

か
ら
六
十
日
以
内
に
そ
の
住
宅
や
敷
地

内
所
布
地
を
管
制
す
る
道
税
事
務
所
へ

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

な
お
、
申
告
の
方
法
な
ど
、
こ
の
改

正
町
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

桧
山
支
庁
北
桧
山
税
務
出
張
所

(8
0

一
三
八
④
五
O
凹

O
)
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

一
捌
一
税
に
不
服
が

一
脚
一

あ
る
と
き
は

「悦
務
者
か
ら
克
正
や
決
定
的
通
知

を
交
け
た
が
、
そ
の
理
由
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
か
、
「
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
」
と
い
う
と
き
に
は
、
ま
ず
税
務

招
に
そ
の
忠
由
を
よ
く
聞
い
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
.
そ
れ
で
も
納
何
で
き

な
い
と
き
に
は
、
二
か
月
以
内
に
税
務

川
町
長
に
対
し
て

「民
議
巾
立
て
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

税
務
詔
で
は
、
以
議
申
立
て
に
理
由

が
あ
る
か
ど
う
か
十
分
測
べ
て
決
定
を

し
ま
す
が
、
な
お
不
服
の
あ
る
と
き
は

一
か
月
以
内
に
国
税
不
服
審
判
所
長
に

『
都
公
判州
求
」
を
す
る
こ
と
が
て
き
ま

す
。な

お
、
青
色
申
告
者
は
、
税
務
署
長

に
対
す
る
斜
線
巾
立
て
を
し
な
い
で
、

直
抜
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
椋
査
部

求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
円
前
求
則
限
は
二
か
月
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-v
国
税
不
服
審
判
所
と
は

国
税
不
服
審
判
所
は
、
納
税
者
か
ら

-団体旅行などの寄付

・ぉ葬式の香典や供花

・ぉ成主Eやお中元

-お祭リ、集会などの寄付

・ IJ ~J庖祝いの花輪

・結婚 入学などのお祝品

きっぱりNOノと言いましよう

きれいな選挙

政治家や候補者などが、選挙区内の人に

次のよう本寄付をすることは法律で禁止さ

れています。また、私たち有権者も、この

ような寄付をねだると法律違反になります。

.日 頃から心がけよう、

出
さ
れ
た

「審
公
的
ボ
」
を
税
務
若

や
国
税
局
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
帯
査

し
、
納
税
者
の
不
服
を
解
決
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
「
審
査
紡
求
』
が
出
さ
れ
ま

す
と

三
人
的
緋
判
官
が
、
納
税
者
と

税
務
者
の
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い
か

を
公
平
な
立
場
で
似
箆
に
捌
査
審
理

し
、
こ
れ
に
必
づ
い
て
国
税
不
服
務
判

所
長
が
裁
決
を
し
ま
す
。

「
審
査
前
求
し
に
は
、
裁
判
の
よ
う

な
制
し
い
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
し
、

弁
護
士
を
依
加
す
る
必
嬰
も
な
く
、
費

用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
な
ど
が
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
と
き
は
、
お
気
般
に
税
務
M
U
や
国
税

不
服
審
判
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

札
帆
市
中
央
区
大
通
西
一

0
丁
目

札
帆
第
二
合
同
庁
舎

札
帆
国
税
不
服
審
判
所

(
電
話
二
一三
九
一
三
一
)

定ばこは町内で買いましよう

町内でうt札たタバコ 1箱(20，0¥玉) 司~

について25円30銭が町的収入にな }午て吋宵

ります.その額は54年度見込みで、 -でユ戸

3 ， 27汚5万円 ~恥1 

むL町内で買っていただければ、それだけ道

路など明るい町づ〈りの建設もすすみます.

( 2 ) (3 ) 



火
入
れ
を
す
る
と

必

ず

届

出

を

グ

/

昭
和
五
十
五
年
度
今
金
地
区
林
野
火

災
予
防
対
策
協
部
会
は
凶
月
三
十
日
、

州
防
庁
合
で
行
わ
れ
、
今
金
地
区
林
野

火
災
千
消
防
対
策
加
古
山
酬
な
ど
を
決
め
ま

し
た
@

三
十
日
ま
で
。
期
間
中
の
卒
業
は
、
①

野
防
思
想
の
普
及
②
林
野
火
災
気
象
情

報
③
林
川
町
火
災
予
防
対
策
③
林
刷
出
火
災

消
防
対
策
な
ど
で
す
。
な
お
協
帥
刷
会
で

は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
芯
を
咋
び

か
け
て
い
ま
す
。

。
入
林
し
た
場
合
は

.
7
パ
コ
、
マ
ッ

チ
、
た
き
火
な
ど
の
後
始
末
に
十
分

注
意
す
る
。

要
倒
的
、
玉
な
内
容
は
、
目
的
と
し
て

今
金
町
消
防
訂
画
の
一
環
と
し
て
策
定

し
た
林
野
火
災
予
防
計
画
に
も
と
づ
い

て
林
野
火
災
の
絶
滅
を
は
か
る
た
め
、

協
議
会
は
要
綱
に
よ
り
推
進
し
、
集
地

機
附
は
、
協
力
機
関
の
緩
肋
を
得
て
、

今
金
町
今
金
営
林
署
、
今
金
町
森
林

組
合
が
実
施
す
る
。
実
施
期
間
は
六
月

。
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
町
長

町
昨
可
を
受
け
、
注
意
中
郡
を
よ
〈

守
り
、
終
わ
っ
た
ら

2
完
全
消
失
』

を
硲
認
す
る
。

一一一ーー・・・圃町ケ

使
用
抑
制
に
ご
協
力
を

リ

ン

を

含

む

合

成

洗

剤

政
近
、
令
加
各
地
で

「リ
ン
を
含
む

合
成
洗
消
」
を
悦
わ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
、
と
い
う
励
き
が
活
発
化
し
て
い
る

こ
と
は
、
町
民
的
皆
さ
ん
も
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

、
ど
う
し
て
リ
ン
を
含
む
合
成
洗

剤
の
仙
川
抑
制
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
か
を
、
間
以
に
説
明
し
ま
す
と
、
家

庭
主
ど
か
句
の
洗
た
く
水
に
含
ま
れ
て

い
る
洗
剤
中
の
リ
ン
が
下
水
や
河
川
な

ど
を
通
じ
て
出
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ

り
、
海
水
町
栄
養
分
が
同
ま
っ
て
、
植

物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
部

(も
)
飢
の

大
故
発
生
を
う
な
が
し
、
こ
れ
が

n
赤

潮
u

と
な
っ
て
魚
貝
矧
に
被
害
を
与
え

る
原
因
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
海
水
中
町
栄
謎
分
と
な

る
リ
ン
の
流
入
を
な
ん
と
か
減
ら
そ
う

と
、
全
国
各
地
で
リ
ン
を
含
む
合
成
洗

剖
刊
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

辿
函
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
合
成

。
山
菜
取
り
、
仙
川釣
り
主
ど
で
山
に
入

る
と
き
は
森
林
所
有
者
か
ら
必
ず

許
可
を
受
け
て
か
句
に
す
る
。

ま
た
協
議
会
に
先
立
ち
、
多
年
に
わ

が品目介されることになり、

収録的当 日は天候に忠まれ、

は、ハムクラブ 7人、

た
り
郷
土
織
化
や
、
森
林
火
災
特
肋
思

想
、
林
野
の
見
川
官
、
巡
視
に
尽
力
さ
れ

た
功
紡
が
認
め
ら
れ
・
次
の
方
々
が
函

館山首
林
支
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
れ
~

マ
鈴
問
森
林
愛
必
組
合

(代
表
山
本

正
太
郎
)、
中
盟
問

(代
表
伊
藤
利
忠
)
、

英
利
河
同

(代
表
阿
部
広
)
、
花
石
間

(代
表
阿
部
久
的
)
マ
日
進
同
巡
机
人

石
神
幸
治
マ
日
進
同
見
張
人
小
池
重
徳
、

光
台
同
見
張
人
今
野
長
治
、
住
吉
同
見

山
由
人
安
田
政
之
助
、
美
利
河
同
H
叫
仏
人

三
沢
古
次
郎
、
英
利
河
同
凡
蝦
人
丸
山

内
民
治

マ
英
利
河
森
林
愛
讃
組
合
見
張
入
、
阿

部
広

町総勢24人。

5日午前 7時半、前々日ヵ、ら町内の〆

行われました。

ーブを紹介して

m)へ山スキーに行った町内の 3人のうち、

ラプ会長に救援を求めてきた、

首ねんざで下山不能となり、

洗
剤
を
使
っ
て
い
る
家
庭
や
部
業
所
な

ど
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
リ

ン
を
含
む
合
成
洗
剤
を
悦
わ
な
い
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
見

分
け
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
家
庭
用
の
合
成
洗
剤
M
H
洗
剤
の
谷

器
に
表
示
さ
れ
て
い
る
作
成
分
H

の
欄

に
寸
リ
ン
陛
塩
(
わ
ん山
と
し
て

O
%
)
し

と
muか
れ
て
い
る
も
の
は
リ
ン
を
含
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
表
示
が
な
い

も
の
は
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

マ
業
務
用
の
合
成
洗
剤

1
成
分
の
表

示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

リ
ン
の
有
無
に
つ
い
て
は
購
入
先
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
人

一
人
が
節
水
を
が

A
aM桜

山

tJhd一

蛇
口
を
ひ
ね
れ

U
A
且

-岳

ぱ

、

好

き

主

だ

け

U
柚

ヘ

水

が

出

る

|
1
.

そ
ん
な
便
利
な
生
括
的
中
で
、
私
た

ち
は
と
か
く
水
道
内
木
町
抗
重
さ
を
忘

れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
‘
そ
の
木
を
つ
く
り
、
家
庭

に
巡
ぶ
ま
で
に
は
、
ば
く
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
円
建

設
、
浄
水
揚
づ
く
り
、
消
務
用
の
来
品
、

導
水
管
や
配
水
管
の
設
置
、
施
設
の
維

持
、
包
理
数
え
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が

【一般図書】

砂宜的そろばん =平岩η岐 砂 こころ=瀬 戸 内附柴

惨死刑囚の記品=1J[]rt乙彦惨世界動物文学金集=

スタンレ -pヤング他惨 人物日本町女性史=.m~

剖(全日巻) 惨 事と J止め !日J ~噸戸内晴美惨 恋|捌=

川崎山明惨2.26.lr-;判的挽歌=大蔵栄一惨戒描指令

~ NHK 取 材 班 砂 日本目?:tと臼本人=司 I見越太郎惨

手掛:り日本史=司同巡太郎惨北海道文学集(4 ) 

=右端抱E剖 砂わが六 i立のl削夜=ホ」ニ勉 惨泣い目的

Ij世中 =吉村昭惨北長政子=水井路子砂古川 =!A的全

線17 =古川 ~itì .... g 中政11与記= 入江相政

【児童 図書】

惨 日本むかしぱなし =愛企悶センター砂アニマJレ

ブ y クス = メントン、 パー ジ ェ ス ( 全20巻) 砂 ア

ンデノレセン童話全集=百五姉他二砂平凡社名作文厄11
(企20#J;:)砂 よんでおきたい文学=子供向文学研

究会砂新しい日本町幼年盟諸(全 9巻) 惨新しい

世界 的幼年童話=学門 研 究 社 ( 企20巻) 砂創刊 y

リ ズ=忠心社 (全 15巻) 砂若い人的絵本=罰1.'レ

主1:(金 23巷)太平洋崎中と戦争=童心、者(全 8港 )

惨小字生文庫= あすな ろ {~H，j (全 24巻) 砂あす主

ろfill作ンリ ズ=あすなろ担HjJ(全 23巻 ) 砂世界

新少年少女文字選=新日本出版社(全12!&)砂科

学的枕み切=文 .Jf山版(全10巻) 砂少年少女創作

文学=アリス館(金 7!&) 

-新刊 案内・

の 寄 贈ありがとう

54年 4Jll2日、山寺利 山さん (本町)、から伊述i位

五、外29巻、 4月24目、野山f;}~i'さん{束l町)から、

l止叫町:tli話外19巻を町民セ ン ター 図出室へ帯l附され

ました 。 !~rJ材申 LJ二 tずま 'す 。

今月から町民センター 図flF室 内 新 刊 住 を 紹 介 す る

こ と にしました。図45訟 の fllJljは無料です。

川fL止のみなさん図性患を利用しましょう .

図

ご

存

知

で

軍

力

( 4 ) 

/ 

行
政
の
苦
情
相
談
は

津
島

一
良
さ
ん
へ

行
政
管
理
庁

で
は
、
全
図
的

市
町
村
に
行
政

相
談
只
を
お
さ

役
所
や
公
社
、
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い

る
す
べ
て
の
仕
事
に
対
し
て
の
昔
前
や

相
談
、
童
五
を
聞
く
制
度
を
設
け
て
お

り
ま
す
.

今
金
町
で
は
、
山
山

一
良
さ
ん

(本

町
)
が
行
政
管
事
庁
H

同
区
か
ら
委
帽
を

受
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
次
め
よ
う
な
こ
と
な
ど

で
お
困
り
の
時
は
気
軽
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ
て
解
決
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
申
し
出
た
人
の
船
密
は

守
ら
れ
、
刊
H

朋
な
ど
も
い

っ
さ
い
か
か

り
ま
せ
ん
。

マ
交
品
事
故
の
被
告
者
で
あ
る
が
、

加
答
者
に
州
制
定
が
な
く
、
自
動
車

引
害
賠
償
保
険
制
求
の
手
続
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

マ
役
所
内
事
務
処
理
が
遅
く
て
困
っ

て
い
る
。

守
商
売
の
貴
金
が
足
り
な
い
.
ど
こ

か
公
約
機
凶
で
借
り
ら
れ
な
い
か
.

守
家
や
土
地
を
以
い
た
い
が
、
ど
う

い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

か
。
文
、
税
金
は
ど
の
ぐ
ら
い
か

か
る
の
か
な
ど
、
申
し
出
く
だ

さ
い
.
氾
祇
②
0
9
0
7
へ

あ
り
ま
せ
ん
.

と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ
て、

水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

家
庭
で
、
学
校
で
、
会
社
で
、

一
人

一
人
同
工
夫
と
努
力
で
節
約
す
る
余
地

は
相
当
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落

ち
る
て
い
ど
の
漏
水
で
も
、
一
時
間
で

一
リ
ッ
ト
ル
一
ヵ
月
間
で
対
日再
叫
の
浴

欄
で
約
四
廊
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
糸
状
的
樹
木
に
な
る
と

一
ヵ
月
間
で

な
ん
と
、
術
補
二
+
九
杯
分
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
.
ま
た
曲
み
が
き
の
時

間
は
、
約
三
分
間
で
す
。
位
、ヮ
水
の
起

は
コ

y
プ
で
約
三
一
杯
。
で
も
、
み
が
い

T
い
る
問
、
う
っ
か
り
水
道
を
出
し
っ

ぱ
主
し
に
し
て
い
る
と
約
四
十
二

μ
の

木
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
親
子
凶
人
的
家
族
が
刷
、
晩

み
が
く
と
し
て
剖
幻
す
れ
ば
、

一
日
で

三
百
三
十
六
れ

ピ
l
ル
び
ん
約
五
十

四
本
分
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
間
と
も
な
る
と
、
つ
も
り
つ
も

っ
て
約
百
二
十
七
J
。
小
学
校
の
二
十

五
幻
プ

l
ル
に
必
裂
な
木

三
百
J
町

内
制
を
ま
か
寺
フ
水
位
に
な
り
ま
す
。

日
航
の
ち
ょ

っ
と
し
た
使
い
方
、
不

注
意
が
た
い
へ
ん
主
む
だ
を
生
む
も
の

で
す
ね
。

六
月

一
日
か
ら
寸
水
道
週
間
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
節
水
の
心

が
け
を
今
い
ち
ど
新
た
に
し
た
い
も
の

で
す
。

( 5 ) 



一一ー・・・r

、

し

ト

た

の

さ

く

一

山

)

‘
イ
と
し
ん

f
せ
師
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町

て

j
ま
さ

・
ぉ
出
戸

川ト

市
川
い
コ
よ
り
母
よ
町
お
民

一
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{

ケ
泣

y

つ
右
お
す
で
を

L

女

9

と
ナ
と
に
榊
で
ま
プ

一六

庇
躍
る

J
υ

ヲ
砧
ん
説
y

nv
の
1
け

た

、

よ

る

3
ナ

。

η山
ん
'
川
き

f
る

は

る

ス

日耳却

さ
ん
を
て

4
と
で
に

中
町

吋
J

出
や
ラ
ぃ
，
A
を

み

予

集

常

刀

ら
メ
っ

か
ズ

ご
相

募
日
い

ruM刷
子
力
み
ヨ
一
円
し
莫
の
さ
一

“柄

引

直

が

y
ボ

二

話

写

ん
だ

が
め
訪
れ
と

と
も
に
‘
ハ
イ

キ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど

歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
向
野

外
活
動
が
活
発

と
な
り
、
例
年
、

こ
の
時
期
か
ら

市
中
故
が

m加
し

て
い
ま
す
.

自
転
市
中
は
小

さ
い
子
か
ら
名

人
ま
で
手
軽
な

来
り
も
の
と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
来
り
方
や
技
術
点
検
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

町
で
は
容
の
交
通
安
全
運
動
に
向
け

五
月
七
日
か
ら
笠
間
小
山
十
校
を
皮
切
り

に

「交
通
安
全
汀
空
教
室
」
(
写
山
八

東
小
・
中
学
校
)
を
町
内
各
学
校
単
位

に
順
次
開
催
し
て

「並
行
者
や
自
転
車

の
正
し
い
横
断
捗
辺
町
波
り
方
」
「
自

転

4
の
安
全
な
来
り
方
」
な
ど
に
つ
い

町政への耳比、安吉Tナ 山岳町気1JJ!:などをお野せ〈だきい口口町民ひろば

i 6月7日は
計 量 記念日

""1""1''''1''''1''''1''''1''''1' 
とんちクイズに「抑 1トンと鉄

lト/、どちらが亜ぃ， J という

のがあります bちろん同じなの

ですが、うっかりすると「鉄町は

つJ といって Lまいそうです.

近ごろでは粛はかり先り u が少

なくなりま Lたから 私たちは.

i誌や重さなどのけ訟に対してあま

り注意を払わなくなっています.

たとえば、立料品でミソ、肉を

はじめとして、袋づ的や，，ッ ク入

りの商品が帆をきかせています.

日い物をするとき、出i誌はそっ

ちのけで値段ぱか 。}に気をとられ

ていませんか，

6月7日は剖i誌Jd土目。こ札を

機に身の回りの計量器具を 1"検し

たり、買い物をするときは M目

が適正かどヲかを確認するなど、

輸はかる品ことへの関心を向的、

正Lぃ計祉の担1，:;'置を身につけたい

ものです.

(6 ) 

を
け凡た

句
亦
似
サ
と
思
い
、

一
時
伴
止

や
徐
行
す
る
な
ど
、
安
全
を
十
分
雌
認

し
て
逆
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲

町
方
々
も
「
危
い
」
と
思
っ
た
ら
、
愛

の
一
戸
を
か
け
み
ん
な
で
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
、
ワ
。

交通ルールを守り

自転車を安全に正し く乗ろう

上
・下
八
束
頭
首
工
の

サ
イ
レ
ン
に
注
意
を

て
笑
施
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
戚

や
不
足
に
お
い
て
も
次
の
山
に
十
分
注

立
L.
い
れ
故
の
防
止
に
努
め
て
下
さ
い
。

マ
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
た
と
き
に
、
足

先
が
地
面
に
つ
か
な
い
よ
う
な
、
自
転

車
に
は
来
ら
主
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
プ

レ
キ
が
般
的
し
て
い
る
自
転
半

は
危
険
で
す
。
ま
た
夜
間
、
前
間
灯
や

尾
灯
(
反
射
器
機
)
の
な
い
自
転
車
に

来
る
こ
と
も
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し

ト
会
、
勺
'・

オ
チ
守
ラ
ン
ベ
川
、
上

・
下
八
京
地

区
の
頭
首
工
で
は
、
水
門
を
放
流
す
る

際
的
安
全
告
知
の
た
め
、
何
年
五
月

一

日
か
ら
八
月
三
」1

一
固
ま
で
、
サ
イ

レ
ン
を
向
ら
し
ま
す
。
音
速
時
間
は
一

分
間
鳴
ら
し
二

O
秒
休
み
、
ま
た
一
分

間
鳴
ら
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
終

わ
っ
た
後
、
ド
止
分
後
に
放
流
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
水
川
町
下
流
で
釣
や
作
業

を
し
て
い
る
人
は
阿
川
よ
り
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
サ
イ
レ
ン
は
下
流
、
上
流

に
千
三
百

μ位
は
附
え
ま
す
。
ま
た、

大
問
、
供
水
等
の
非
常
時
に
も
な
ら
す

マ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
お
年
時
り
や
幼
児

。tli姐町異ひろば口白地也何できごよ
お L らせ 「

るため円周です。 もLこ同町を出

さな いと、引き続いて'立桁idllが

あっても、 6~I 分以後の児童手当

の支払をさEけることができなくな

りますから、必ず拠出して下さい.

-公害防止の自主点棋を

6月 5日から 6月11日までの l

i且!日lは 「環境i且HU.Jです.

ことしも町内各地て'公怒的防止

や自然の保砲など、私たちをとり

ま〈環境の保全をすすめる巡動や

m境美化運動、花いっぱい巡動な

ど、住みよい邸岐づくりが展開さ

れています。

工場や事裁所、みなさんの般地

内が盤頓されてないと、周囲内人

たちに不快感を与え、悪央、粉じ

ん、汚水等の苦情が多〈なります.

口 広報広報 ロロ おしー勺培 口口口 広 報 口口 おしらせ 口

bンートベノレトは必ず箭装しよう .

-安全なつ りを楽 しも う

b高雄が出ていたり、風が強い目

的つりは最も危険です。出かけ

るiiiJに天気予報をたしか的、 H!'，

11ニのきざしカゼあるときは、忠、い

さつて中止しまし ょう.

b槻づりは足元が不安定です。足

.I' .. ~や地形 、 i初!の Vttれ、阿波に注

意するとともに、 一人で行動し

ないようにしま Lょう .

bつり船に乗るときは定日を守ワ

必ず教命胴衣をつけましょう 。

b水産資悦を保蝕するため誕宵i

IHii、稚魚をみだりに採摘しな

い. ごみ〈ずは持ち帰る。

.釣りシーズンの交通事故防止を

海釣り.川釣りのため111で出か

けること が多くな ります.例年、

釣りンーズノには 、無現なスケジ

ユ ノレ;)，原因で死傷者 多数を伴う

悲惨な'1>1&が発生 Lています.

広朝 日口 おしらせ ロ口

5月5日、水仙まつり協賛

.ロ ドレース輸

釣りにお出かけの際は、止のこ

とに注意 Lて悲惨な交通事故を起

美しく tthよい町づくりにみ主

さんのご協力をお願いします.

.6月の件目当番医

1日北桧山町国保病院 宮③5321

8日 今 金 町 田 保 病 院 ②0221 

15日 北桧山町平医院 ⑥50Il 

22日北桧山町国保病院 ④5321 

29日 今 金 町 山 凹 医 院 ②0324 

園児童手当の現況屈を

受給者向方は、毎年 6月 1日か

句同月30固までのHlJに、児童手当

現況周を役場に提出してください。

なお、その年内 6円以時は受給

資格がなくなると思われる場合で

あっても同様です.

こ町児童手当現況腐は、受給者

円前年同所得の状況と 6月 1日現

在的瑳n町北況などを毎年確認す

こさないよう、お互いに安全巡転

をIiibWLましょう .

b鯉理のない、曲とりある刑画を

たてましょう .

b疲れ、山t主主を感じたら待jj控場等

安全な場所に111をとめて休恕を

bスピード町出し過ぎや、情理1な

追随Lは絶対にやめる.

b飲酒巡転は絶対に Lない.

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
的
人
は

下 放
八 流
東時
E頁に
首サ
エィ

レ
ム〆

を
q高
句

す

ロ
感
謝
し
ま
す

図

-
社
協
愛
情
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予
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払
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出
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マ
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太
郎
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ん
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利
河
)
か
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三
万
円
と
イ
チ
コ
凶
パ
y
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を
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ヘ
マ
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問
正
さ
ん

(南
町
)
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化
粧

固

町
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員
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動
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付
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マ
町
民
謀
長
兼
商
工
観
光
説
長
兼
交
通

安
全
係
長
兼
す
ぐ
や
る
係
長
(
福
祉
課

長
)
今
野
佑
マ
招
祉
課
長

(稲
祉
制
伸
長

補
佐
球
制
制
係
長
)
稲
川
一武
雄
マ
相
祉

諜
福
相
係
長
(
同
術
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係
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町
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諜

住
民
係
)
上
回
邦
孝
マ
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祉
課
衛
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係

長
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町
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謀
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安
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係
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兼
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係

兼
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工
観
光
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飢
光
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通
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全
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民
係
)

柏
田
泰
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民
謀
長
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観
光
町
時
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石
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野
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光
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ノ
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か
ら

一
万
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雑
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=一」
1
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の
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b
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人
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十
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・
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凶
ヘ
マ
英
判
何
日
開
人
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松
崎
フ
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ノ
さ
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バ
ナ
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1

・

六
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ハ

y
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一
一
十
八
個
、
お
む
つ

八
十
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、
中
古
衣
料
五
占
を
盟
奔
凶
ヘ

マ
大
AU
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

光
町
虫
学
凶
、
小
百
合
保
育
凶
へ
各
三

千
円
マ
平
山
繁
雄
さ
ん
(
英
利
河
)
か

ら
一
万
円
を
盟
寿
図
ヘ
マ
位
川
青
年
図

上
回
祐
組
さ
ん
ら
五
名
が
光
町
並
学
園

町
来
知
的
緋
起
、

二
十
五
ア
ル
を
ト

ラ
ク
タ
ー
三
台
で
二
時
間
労
力
奉
μ
U
マ

引
又
仁
太
郎
さ
ん
(
春
日
井
)
か
ら
五

万
円
、
衣
料
行
李
(
中
古
)
四
個
、
亡
母

が
お
世
簡
に
な
っ
た
制
札
と
し
て
盟
舟

凶
へ

の

人

事

固

長
、
す
ぐ
や
る
係
事
務
取
扱
を
解
く

(助
役
)久
保
田
市
次

新
採
用

マ
教
委
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
係
小
林
実

-
訂
正

四
月
号

(町
職
貝
人
事
)
の

お
知
ら
せ
の
中
で
マ
国
保
病
院
栄
養
士

室
谷
ま
ど
か
、
と
拘
峨
し
ま
し
た
が
保

育
所
内
栄
義
士
で
拠
動
な
く
朕
り
で
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
.

十
月

一
日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
?

赤
い
羽
以
共
同
募
金
の
始
ま
る
日

法
的
目
、
新
幹
線
の
開
業
記
念
日

そ
れ
に
、
大
事
な
こ
と
が
も
う
ひ

と
つ
、
こ
と
し
は
五
年
に
一
皮
肉
「
国

勢
制
査
」
の
日
で
す
。

岡
勢
制
強
は
、
こ
と
し
で
十
三
回

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
大
正
九
年
内

第
一
回
以
来
、
ず
っ
と
十
月

一
目
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
規
艇

な
捌
訟
を
東
地
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
年
三
百
六
十
五
日

l
こ
と
し
は

一

日
多
い
で
す
が
ー
の
ヲ
ち
で
十
月

一

日
を
選
ん
だ
理
由
は
「
人
々
の
峨
業

的
活
動
が
盛
ん
で
、
全
人
口
の
大
半

必
ず
し
も
牒
杭
罰
則
で
は
な
〈
、
か
っ

一
年
内
四
分
の
三
を
経
過
し
た
十
月

一
日
」
に
決
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

他
に
も
う

一
説
あ
っ
て
、
四
月
か

ら
始
ま
る
会
計
年
度
の
中
央
町
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
制
査
結
川
市
は
均
年

皮
肉
平
均
値
u

と
し
て
行
政
上
司
利

用
に
便
利
だ
か
ら
と
い
う
。
い
づ
れ

に
し
て
も
、
大
正
九
年
以
来
十
三
回
.

毎
回
十
月

一
日
に
行
わ
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
国
民
の
く
ら
し
の
リ

ズ
ム
か
ら
い
っ
て
も
、
国
勢
訓
査
の

日
と
し
て
も

n
最
も
ふ
さ
わ
し
い
目。

と
い
、
つ
こ
と
な
の
で
し
ょ
、

1

(7) 
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血
の
た
め
に

U
ま
い
‘
立

ち
く
ら
み
が
起
き
る
こ

と
が
あ

り
ま
す
。
医
師
的
指
導
の
も
と

に
鉄
剤
を
服
用
す
る
の
も
当
然

干
当
て
で
す
が

そ
れ
よ
り

大
切
な

こ
と
は
ふ
だ
ん
の
食

の
と
り
力
で
す
。

レ
バ

ー
や
ぷ
身
町
内、

卵

4
乳
、
乳
製
品

ホ
ウ

レ
ン
草
、
小
松
菜
、

ピ
ー
マ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
鉄
分
や
良
質
的
た

ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン

A

C

な
ど
を
多
く
と

る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し

ト
le
、
勺
J

。
マ
成
人
病
の

場
合
も
A

出
血
圧
、
動
脈
硬
化
、

心
臓
病
な
ど
い
わ
ゆ
る

成
人
病
が
原
凶
で
起
き

る
場
合
も
あ
り
日
ま

い
が
治

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
大
丈
夫
だ
と
mu

い
、
そ
の
ま
ま
が
ん
ば

っ
て
い

る
う
ち
に
、
倒
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
中
高
年
者
は
、

必
ず
雌
圧
や
心
屯
凶
や
似
成
検

討
な
ど
、
定
則
的
に
成
人
病
の

チ
エ

y
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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